
★概要
　天沼中学校（以下「天中」）は、1947年の創立、3年前には70周
年を迎えました。在籍する生徒数は現在292名、9学級からなって
います。校舎は、四面道から日大二高に向かうバス通りから少し北
に入った本天沼の住宅地に立ち、広々とした運動場と体育館をもっ
ています。教育目標には「自主、自律、共生」を掲げ、目指す学校
像は「共に見て共に考え共に育む、地域と協働する天沼中」です。
それを地域で支えているのが、PTA経験者や地域ボランティアから
なる学校支援本部（2007年に発足）と地域運営学校として教育方
針決定などに参画する学校運営協議会（2009年に設置）となります。

★「ことだま」学習
　天中といえば、有名な「ことだま」学習があります。
　全校で「ことだま百選」の暗唱を実施しています。
これは「言葉こそ人間関係の基盤」、「よい言葉はよい
人間関係を育む」という教育観に基づき、和歌、俳句、
漢詩、現代詩、小説などから100の詩歌や文章を選
び出し、声に出して暗唱できるまで学習し、最後は検
定を受け、地域の大人たちにも発表するプロセスで
す。英語の世界から採った英語版[Kotodama 100]を使った学習も
始まっています。相当の努力が必要でも表彰があり、校内で人気が
あるとのこと。在校中はたとえ苦闘したとしても、卒業生は後になっ
てからの有難みを感じているようです。日本語の方の「百選」は講
談社から出版されており、我々もひもとくことができます。

★特色ある6つの教育活動
①フレンドシップ（1年生になっ

てすぐ参加する「友達づくり」
の宿泊行事があります。）

②ボランティア（地域のイベント
など各種活動に参画し共助の精
神を醸成、中でも杉並区の中学
レスキュー隊の中核を形成、全
校で80人規模は杉並区でトッ
プ。）

③天沼検定（「ことだま百選」の
学習と暗唱を通じた「天沼検定」
の実施。）

④天沼郷中（あまぬまごじゅう）（薩摩藩での青少年教育に倣った
呼称。上級生と下級生が一緒になって運動会での応援団形成、協
同競技、道徳科目での相互議論、英語授業での教え合いなどを通
じ、リーダーとなったときの自覚と機能発揮、フォロアーの役割
などを学習。）

⑤食育Do!（成長期の生徒にとって食事の大事さを学び、食材の産
地や調理に関する認識を高めること、残さず食べる省資源の発想
や食事のマナーも身に着ける。）

⑥読書活動：AKAの110冊（天小、沓掛小と連携した小中一貫教育
として9年間で読む計画的読書の実践。）

　この他、地元の事業所で受け入れてもらい、実務を経験する「職
場体験」なども授業に組み入れています。

★外部講師も加わる特別授業
　外部講師を招いての特別
授業も年間で行われていま
す。最近力を入れている「い
のちの教育」では、「誕生学」、

「がん教育」、「臓器移植」を
テーマに、医師・専門アドバ
イザーから生と死を見つめる
授業が行われています。
　また、本年開催の東京オリンピック・パラリンピックとの関係で、
2月6日には天中の卒業生でサッカー女子日本代表の籾木結花選手
が来校して、オリンピック代表への想いを語る講演会と1年生との
フットサル交流会が開かれました。

★水野校長の想い
　最後にAI時代に向かって水野先生の言葉が聴けました。「学校教
育に不変なことは『心づくり』です。知識や技術がいかに進んでも
それを載せる心がなくては共感も信頼も価値も生み出すことはでき
ないでしょう」、「心をつくって人をつくる」これが重点であるとおっ
しゃっていました。

第10回

「荻窪の記憶」
こぼればなし 「桐の木横町」
「阿佐ヶ谷文士村」という言葉があるが、その実態は「荻窪文
士村」でもある。文士の多くが、荻窪駅北口の天沼方面に住ん
でいたからだ。その「荻窪文士村」を象徴する場所に「桐の木
横丁」がある。井伏鱒二は『荻窪風土記』に、こう書いている。
「現在の天沼三丁目二番地、三番地あたり、伊馬君のうちや
太宰君たちのうちには、家主が一軒に一株づつ桐の木の苗を植
えるのが作法だとされてゐた。私は伊馬君のうちでも太宰君の
うちでも桐の苗木が植ゑてあるのは見たことがないが、植ゑて
も枯らしたのだろう程度に思っていた。ところが『桐の木横丁』
といふ芝居が新宿ムーランで大当たりを取つたので、伊馬君や
太宰君たちのゐる横丁は桐の木横丁と言はれるやうになつた」
劇作家、作家として活躍した伊馬鵜平（春部）は、大学卒業

後、天沼に住んだことから井伏と親しくなり、その勧めで昭和6
年新宿に誕生した軽演劇場「ムーラン・ルージュ」の文芸部員
になった。書いた台本は立てつづけにヒット。なかでも大当た
りしたのが『桐の木横町』だった。
舞台は東京郊外の横町。大家さんのもつ四軒の貸家には、ニ

セ医者一家、学威院（学習院のもじり）の先生一家、三人のダ
ンサア、共同生活をする若い男女が住んでいる。これといつた
ストーリーはなく、風刺的な目で見た横町の日常がユーモラス
に描かれる。
これは、大家の奥さん、学威院の先生の家で働く女中サヨ、

ニセ医者の妻いろの立ち話。奥さんの関心は、先生の家に頻繁
に届く付け届けにある。
奥さん「あのパラソル、今度またお買ひになつたの？」サヨ
「いゝえ、お届け物ですの」いろ「あれが？　へえ！　どこか
らの？」　サヨ「あれは一昨日……松屋からでしたから、たし
か、大宗路さまですわ」　奥さん「大宗路つて、あの伯爵の？」
サヨ「ええ、貴族院の」　いろ「貴族院？　ふうん……、学威
院の先生つて全くいゝもんだねえ。ねえ奥さま」　奥さん「さ
うですよ。頭の上から足の先まで貰ひ物づくめでね。あれで
気がささないのが不思議ですよ」
　ちなみに、「桐の木横丁」と呼ばれた小路は、荻窪駅北口前の
青梅街道に面したビルの裏にあり、いまは袋小路になっている。

「荻窪の記憶」プロジェクト　松井和男
本になった

「ことだま百選」
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ムーランルージュの「桐の木横町」の舞台
新宿歴史博物館刊「図録 新宿の歴史と文化」より転載

令和元年度 地域懇談会
　令和元年度の「地域懇談会」が令和2年2月1
日（土）14時～16時、荻窪地域区民センターの第
1・2集会室にて、町会・自治会関係者、高齢者
福祉・児童福祉関係者、学校支援関係者などの
方々と、当協議会委員・行政担当者など併せて
51名が参加し、開催されました。
　今回は、従来地域懇談会で実施していた講演・
プレゼンテーションは行わず、前半は交流タイ

ム、後半はグループ討議と、参加者ができるだ
け互いに会話し、交流が図れるように構成しま
した。
　6班に分かれたグループ討議では各班とも活発
な意見交換が行われ、同席された杉並区原田地
域課長から「協議会の活動が十分に地域に理解
されるように、今後の課題として受けとめてい
きたい。」と率直な感想が述べられました。

開催報告

「ことだま」百選を通じた言葉の教育を推進

杉並区立天沼中学校
このシリーズの第2回は、天沼中学校の水野英利校長先生からお話を伺いました。

質問に答える籾木選手

天中レスキュー隊

街頭募金活動

第41回アート展
　2月22日（土）・23日（日）の両日、アート展が開催されました。（来場者、両日で420名）。
多くの区民、団体や小・中学生、杉並区障害者団体連合会所属の皆さんから、絵画、工芸、写真、
書、俳句など多方面の分野で出品されました。また日本のオカリーナの父、明田川孝の制作し
た彫刻や各種のオカリーナ、資料の展示が行われました。なお、今回新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、催しの規模を縮小のうえ作品展示に限った実施といたしました。

障害者団体連合会所属の
方々の作品

絵手紙の数々
（荻窪絵手紙の会）

陶芸作品
（益子陶芸会）

杉並の古民家
（國岡正照 制作）

小・中学校からの作品
（宮前中学校）

明田川 孝の展示を観る人々

イベント報告
特別展示

「日本のオカリーナの父：明田川 孝」

グループ討議風景


